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記号の表記について 

 

挑 は、施策チャレンジ・活性化枠による事業 

長 は、長寿命化等推進特別枠による事業 

感 は、新型コロナウイルス感染症対策による事業 

新 は、新規項目 

 

「当初予算額（前年度予算額）」欄について 

 「国」…国 庫 支 出 金 

 「分」…分担金及び負担金 

 「使」…使用料及び手数料 

 「財」…財 産 収 入 

 「寄」…寄 附 金 

    「繰」…繰 入 金 

 「諸」…諸 収 入 

    「起」…県 債 

    「一」…一 般 財 源 
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令 和 ５ 年 度   農 政 水 産 部   予 算 額 

１　一般会計

　(1)  総額

単位　千円

区　　　分 本 年 度
左　　 の　　 財　　 源　　 内 　　訳

前 年 度
対前年度

予 算 額 Ａ 分 担 金 及 び
負 担 金

使 用 料 及 び
手 数 料

国 庫 支 出 金 財 産 収 入 寄 附 金 繰 入 金 諸 収 入 県 債 一 般 財 源
予 算 額 Ｂ

Ａ － Ｂ A/B (%)

職 員 給 与 費
4,380,803 8,991 34,287 23,988 23,506 145,576 4,144,455 4,314,132 66,671 101.5

農政水産部 事 業 費
14,252,210 1,249,534 19,262 7,130,893 349,587 1,100 135,725 717,618 1,816,724 2,831,767 13,670,562 581,648 104.3

① 計
18,633,013 1,258,525 19,262 7,165,180 373,575 1,100 135,725 741,124 1,962,300 6,976,222 17,984,694 648,319 103.6

職 員 給 与 費
168,970,487 9,518 4,218,512 20,512,736 29,212 5,446 57,681 224,273 2,503,908 141,409,201 171,510,285 2,539,798△   98.5

県 計 事 業 費
489,279,513 1,828,065 3,340,015 98,910,683 771,698 160,887 15,860,325 40,733,127 44,347,492 283,327,221 472,519,715 16,759,798 103.5

② 計
658,250,000 1,837,583 7,558,527 119,423,419 800,910 166,333 15,918,006 40,957,400 46,851,400 424,736,422 644,030,000 14,220,000 102.2

　(2)  県予算額に占める農政水産部予算額の構成比（①/②）

単位　％

計 職 員 給 与 費 事 業 費

本 年 度 2.8 2.6 2.9

前 年 度 2.8 2.5 2.9
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　(3)  課別内訳

単位　千円

区　　　分 本 年 度
左　　 の　　 財　　 源　　 内 　　訳

前 年 度
対前年度

予 算 額 Ａ 分 担 金 及 び
負 担 金

使 用 料 及 び
手 数 料

国 庫 支 出 金 財 産 収 入 寄 附 金 繰 入 金 諸 収 入 県 債 一 般 財 源
予 算 額 Ｂ

Ａ － Ｂ A/B (%)

職員給与費
1,122,341 15,259 1,107,082 1,128,192 5,851△  99.5

農 政 課 事 業 費
230,936 169,819 1,000 5,119 275 54,723 200,404 30,532 115.2

計
1,353,277 185,078 1,000 5,119 275 1,161,805 1,328,596 24,681 101.9

職員給与費
1,068,489 15,174 8,798 1,044,517 1,051,609 16,880 101.6

事 業 費
2,384,949 8,499 1,455,194 43,638 95,268 329,774 452,576 2,638,134 253,185△  90.4

計
3,453,438 8,499 1,470,368 43,638 95,268 338,572 1,497,093 3,689,743 236,305△  93.6

職員給与費
657,284 992 23,988 100 632,204 606,314 50,970 108.4

畜 産 課 事 業 費
1,809,821 3,378 25,348 295,291 12,149 301,964 13,800 1,157,891 1,188,319 621,502 152.3

計
2,467,105 3,378 26,340 319,279 12,149 302,064 13,800 1,790,095 1,794,633 672,472 137.5

職員給与費
395,508 2,862 83 392,563 397,750 2,242△  99.4

水 産 課 事 業 費
412,951 7,285 66,223 8,649 2,000 32,250 35,000 261,544 528,558 115,607△  78.1

計
808,459 7,285 69,085 8,649 2,000 32,333 35,000 654,107 926,308 117,849△  87.3

職員給与費
1,137,181 8,991 14,525 145,576 968,089 1,130,267 6,914 100.6

耕地課・農村
振 興 課

事 業 費
9,413,553 1,249,534 100 5,414,309 2,009 100 21,189 53,355 1,767,924 905,033 9,115,147 298,406 103.3

計
10,550,734 1,258,525 100 5,414,309 2,009 100 21,189 67,880 1,913,500 1,873,122 10,245,414 305,320 103.0

みらいの農業
振 興 課
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２　特別会計

単位　千円

会  　計　  名 本 年 度 前 年 度
対前年度

予 算 額 Ａ 予 算 額 Ｂ
Ａ － Ｂ A/B (%)

34,300 31,000 3,300 110.6

沿 岸 漁 業 改 善 資 金 貸 付
事 業 特 別 会 計
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農業・水産業の担い手の確保・育成

担い手の経営力の向上と多様な人材の確保・育成により農林水産業を守る

地域農業・琵琶湖漁業を中心となって担う人や組織

（認定農業者、集落営農 等）

・新規就農者の初期投資費用の軽減

・女性就農者、集落営農オペレーターの確保

・オーガニック野菜の担い手確保

・次世代の学びの推進

・情報プラットフォームの構築

・体験・交流ツアーの実施

・若者と農山村との「絆」の醸成

・協働活動のプロデュース

・「お試し移住」の支援

琵琶湖システムの魅力発信

農山漁村の活性化

担い手の経営力向上

就農・新たな事業展開の支援

・グリーン化（地域環境に配慮した農業生産の実現）

・スマート化（効率的な農業生産の実現）

・流通・販売の強化

・儲かる漁業の実現

新

担い手を支える地域の活力

（半農半Ｘ、自給的農家、

土地持ち非農家 等） 県産農畜水産物を

率先して購入する人

（ファン）
新

新

新

新

新
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世界農業遺産を活かした農林水産業の魅力発信

・学習教材の制作

・フローティングスクールとの連携

・ギャラリー展

・出前講座

次世代に繋ぐ「学び」の推進

おいしい！かっこいい！

たのしい！

・戦略的発信

（ＳＮＳ、ホームページ）

・参加・交流型イベント

・農業漁業体験

・ワーケーション

・世界農業遺産メニュー

情報発信プラットフォーム 体感・体験ツアー

新

農林業サポーター

家族で
移住

興味・好奇心
を育成

しがのふるさと応援隊事業

応援隊として地域との継続的な関係を構築！

若者と農山村との「絆」の醸成

・多様な主体と集落の協働活動

しがのふるさと支え合いプロジェクト

協働活動をプロデュース

農山村の新生活様式サポート事業

農業や地域活動に関わるライフスタイルを体験！

「お試し移住」

中山間地域の活性化、地域貢献の充実感を共有！

農
林
水
産
業
の
「フ
ァ
ン
」の
拡
大

新
し
い
時
代
に
選
ば
れ
る
農
山
村

多様な担い手の確保

農林水産業の魅力発信による担い手や関係人口の拡大

関係人口の増加

県産品の消費拡大

次世代への引継ぎ

新 新 新

新

・農山村版ワーキングホリデー

・息の長い関係人口を創出

・北部の振興

・農山村移住情報を発信

・お試し移住から移住へ

・移住受入ガイド(仮)の作成
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儲かる琵琶湖漁業の実現

生産性の向上と湖魚の需要拡大で夢のある産業への進化

R3

R7

R8

R9

R10

R11

R12

滋賀の水産業強靭化プラン

儲かる漁業への

転換のための

基 礎 づ く り

R4

R5

R6

DX資源管理型漁業漁業担い手の確保と育成 ニーズに応える流通改革

 

様々なニーズに、
多様な販路で対応を！

戦略的なPRと需要喚起 漁業組織再編

漁協合併の体制づくり

情報を収集、一元的管理

漁業者

漁
獲
報
告

遊漁者

採
捕
報
告

New

漁場のルールや情報をシェア

迅速な資源評価

⚫就業希望者研修の充実

⚫「びわ湖漁業塾」でスキル向上

⚫儲かる漁業へのチャレンジを支援

⚫高校生向け職業体験会

New

⚫漁獲情報のオンライン化

⚫漁業・遊漁のルールチェック

⚫びわます遊漁と漁獲の情報一元化
New

New

⚫流通実態・消費動向の把握

⚫新たな県内集出荷体制の構築

⚫新たなターゲットへ販路開拓

漁業組織のチャレンジを支援！

New

県がセールスマンと
なって新たな需要を
掘り起こし！

琵琶湖八珍の魅力堪能

知りたい“旬の情報”
つながって届ける！

八珍マイスターと世界農業遺産
湖魚と農のものがたりを伝道

New

少数でも精鋭の
儲かる漁業

水産業全体の

再 興

儲かる漁業の

展 開
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農からはじめる「食べる健康」の推進

「近江の野菜」の地消地産の推進 「近江の茶」の健康ブランド化

★健康機能性を持つ「近江の茶」のブランド化★農産物直売所を軸としたデータバリューチェーンの構築

直売所で
データを分析

売れ筋商品は？ おいしくて健康！

つながる!!

「近江の野菜」と「近江の茶」による「健康しが」の実現

新 新

流
通

消
費

生
産

★データに基づく生産 ★健康づくりの意識変革

産地育成、担い手確保 近江の野菜の消費拡大

消費者ニーズ おいしい食べ方
旬の情報
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農業のグリーン化・スマート化

持続的で生産性の高い「儲かる」農業の実現

●誰もが楽しく、やりたくなる！

農業、面白そうよ やってみよう！

持続的 で 生 産性 の 高 い
み ら い の 農 業 の 実 現

① グリーン化

② スマート化

③ 流通・販売の強化

● いちご新品種「みおしずく」の生産拡大

● オーガニック農業・環境こだわり農業

● 堆肥等の地域内循環システムの構築

● 農業水利施設の使用エネルギー転換

（１）琵琶湖・生物多様性の保全、CO２ネットゼロ

（２）地消地産の拡大

● スマート農業技術の実装支援

● ICTを活用した茶栽培サポート技術の開発

● オーガニック・環境こだわり農産物の流通・販売対策

● 大都市圏および海外における「滋賀の幸」の魅力発信

① 地球環境にやさしい！
日本一の環境保全型農業

・琵琶湖の保全
・生物多様性保全
・地消地産の拡大
・CO２ネットゼロ

・・・・

水稲新品種

新

新

② 新しい技術で
さらなる効率化
・安定した農業生産

③ 付加価値に見合った
価格で売れる

・販路の確保
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“三方よし”の「近江牛生産」の推進

○ ロゴマーク・コンセプトブックの作成

○ 先進的かつモデル的な取組を支援

○ 団体のホームページ等での発信

（１）“三方よし”の「近江牛 生産」を推進

消費者のニーズに対応

ブランドイメージアップ

近江牛ファンの増加

近江牛のさらなる振興

満足度を最大化

将来にわたり
「選ばれる近江牛」

（２）消費者のニーズに対応した近江牛づくりを支援

脂肪質等の優れた滋賀県産和牛子牛の生産拡大

家畜の快適性

環境への配慮

安全・安心

三方よし ＋１

ゲノミック評価等による
繁殖雌牛改良

CO2ネットゼロ
にも貢献

「選ばれる近江牛」づくりのチャレンジ

価格、品質

安全・安心
生産の背景

家畜の快適性（アニマルウェルフェア）に配慮しているか

環境に配慮した生産に取り組んでいるか 等

新

新

牛よし！ 人よし！

社会よし！
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                                             単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

【農政課】 

 

農政企画調整費 

 

 

41,209 

(23,242) 

 

 国    3,568 

 

 寄    1,000 

 

繰       3,010 

 

○一      33,631 
 

 

 

挑１ 「世界農業遺産」プロジェクト推進事業      15,867 

 

「琵琶湖システム」の世界農業遺産認定を契機とし、生産者を

はじめ都市住民（消費者、観光客）等を対象に滋賀の農林水産業

や県産食材の魅力を発信することで関係人口の増加や担い手の

確保につなげ、持続可能な滋賀の農林水産業と農山漁村の実現を

目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○新 ２ 世界に誇る近江の宝「琵琶湖システム」まるわかり事業 

4,800 

 

世界農業遺産「琵琶湖システム」の魅力と価値を発信するため、

テレビ番組を制作・放送するとともに、若年層や県外に向けて動画

によるウェブ展開を図る。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

【みらいの農業振興課】 

 

マーケティング戦略推 

進事業費 

 

 

52,104 

        (52,335) 

 

国      31,895 

 

○一      20,209 

 

 

挑１ 世界農業遺産まるごと県外ＰＲ事業        12,525 

 

 世界農業遺産「琵琶湖システム」の営みで生まれる「滋賀の幸」

やその加工品のストーリーを生産者・関係者とともに磨き上げ、

その魅力を大都市圏に発信する。 

 

 

 

挑２ 世界に届け「滋賀の幸」海外ＰＲ事業       12,975 

 

県産農畜水産物「滋賀の幸」の魅力を世界農業遺産認定ととも

にアピールしながら海外に発信することで、輸出拡大を図る。 

 

地産地消推進・流通促 

進事業費 

 

33,933 

        (21,680) 

 

国      20,329 

 

○一      13,604 

       

 

１ 地域ニーズに応える直売所等応援事業           5,345 

 

ＰＯＳデータや商圏データなど様々なデータを分析・活用す

ることにより、農産物直売所を軸としたデータバリューチェー

ンを構築し、消費者ニーズに基づく生産・供給体制の強化およ

び県産野菜等の消費拡大を図り、地消地産の推進、県民の健康

づくりにつなげる。 

 

 

 

挑２ 食べて健康「滋賀の野菜」消費拡大事業          5,228 

 

民間事業者等と連携して、「健康」をテーマに県産野菜等の

新しい食べ方や魅力を発信することで、消費者の野菜摂取増に

対する意識・行動変容を促進し、県産野菜の消費拡大と生産振

興につなげる。 

 

 

 

３ 農山漁村発イノベーション支援事業                9,470 

 

人材育成研修会の開催や専門家（プランナー）の派遣等によ

り、６次産業化に取り組む農林漁業者等の実務能力の習得や新

商品、新サービスの開発等を支援する。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

 

農地流動化促進対策費 

 

186,713 

      (190,281) 

 

国     70,427 

 

財         40 

 

繰   86,616 

 

○一   29,630 

 

 

効率的・安定的な農業経営を目指す担い手への農地の利用集積

を促進する。 

 

１ 農地中間管理事業推進費                         100,057 

 

担い手への農地の集積・集約化をさらに加速するため、農地の

中間的受け皿となる農地中間管理機構の活動を支援する。 

 

 

 

２ 農地中間管理事業促進費                          86,616 

 

農地中間管理機構を通じて農地の集積に協力する農業者や地

域への助成等を行う。 

 

 

しがの担い手育成総合

事業費 

  

       438,612 

       (333,724) 

 

国    125,450 

 

 繰         182 

 

 諸     270,731 

 

○一     42,249 

 

地域農業を支える担い手の育成や新規就農者の確保対策を総合

的に実施する。 

 

１ 人・農地のみらいを考える地域計画推進事業     55,084 

 

地域計画の策定を緊急的に推進するとともに、地域農業戦略

指針を活用した地域課題の解決に向けた話し合いに基づく実践

活動をより一層推進する。 

 

 

 

２ 集落営農活性化プロジェクト促進事業              60,000 

 

集落営農が経営の継続性を確保できるよう関係機関と連携の

うえ支援し、地域農業の維持・発展に資する。 

 

 

 

３ 集落営農人材育成事業                  3,000 

 

集落営農組織等における新たな人材の確保・育成を目指し、水

田農業に必要な基礎知識から最新技術、農業機械の操作方法等

を実践的かつ体系的に学ぶことができる機会を提供する。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

   

４ みらいの担い手総合支援事業           17,546 

 

 認定農業者や集落営農組織等の担い手の経営基盤の強化と円

滑な経営継承を図る。 

 

(1) 農業経営支援センターの運営            5,000 

担い手が抱える様々な課題に対し、農業経営支援センター

を設置し、アドバイザー派遣等伴走支援を行う。 

 

  (2) 農業経営高度化支援事業費補助金           2,500 

農業経営支援アドバイザー派遣事業を利用し、経営相談・

経営診断を行った個別経営体が法人化する取組を支援する。 

 

  (3) 担い手育成・経営継承支援事業費補助金      8,300 

円滑な経営継承等を推進し、農業経営の発展に資する。 

 

 

 

５ みらいの就農促進・定着支援事業                  11,401 

 

農業の持続的な発展のために、次世代の滋賀県農業を担う新

規就農者の確保・定着を図るべく、就農希望者の相談に応えるこ

とで、円滑に就農から就農定着に至るまでを一貫して支援する。 

 

 

 

６ 新規就農者確保事業費                           287,750 

 

 農業従事者の高齢化が進んでいる中、持続的で力強い農業構

造を実現するため、新規就農者の円滑な経営開始をサポートし、

早期の経営安定を支援することで新規就農者の確保・定着を図

る。 

 

(1) 農業次世代人材投資事業費補助金               117,700 

令和３年度までに採択された方が対象 

・資金交付（経営開始型） 

経営開始時に原則49才以下の認定新規就農者に対し、就

農初期の経営の安定を図り定着を促進するため、経営開始

型農業次世代人材投資資金を交付する。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

   

(2) 新規就農者育成総合対策事業費補助金           170,050 

 令和４年度以降に採択された方が対象 

・就農準備資金 

就農開始予定時に原則49才以下の研修期間中の研修生に

対し、就農準備資金を交付する。 

・経営開始資金 

経営開始時に原則49才以下の認定新規就農者に対し、就

農初期の経営の安定を図り定着を促進するため、経営開始

資金を交付する。 

    ・経営発展支援事業 

     就農後の経営発展のため機械・施設等の導入を支援する。 

・サポート体制構築事業費補助金          

     農業団体等が行う研修農場整備等の支援を行う。 

 

 

 

 

○新 挑７ オーガニック野菜担い手確保・育成事業         2,000 

 

オーガニック野菜の生産販売等を開始するために必要な事業

計画の構築や体験研修等を支援する。 

 

 

 

 

 

経営所得安定対策等推
進事業費 

 

158,994 

       (181,703) 

 

国     144,987 

 

繰    3,265 

 

 ○一      10,742 

 

担い手の農業経営の安定等を目的として実施される経営所得安

定対策等を円滑に推進するとともに、農業所得の最大化を図るた

めの集落等への提案に向けた活動を促進する。 

 

１ 経営所得安定対策等推進事業                    158,994 

 

(1) 県農業再生協議会事業費補助金                  13,813 

県段階での経営所得安定対策や県域の米政策の推進活動等

に対して支援する。 

 

 

 

(2) 市町域経営所得安定対策等推進事業補助金   144,087 

 

市町段階での経営所得安定対策や市町での米政策の推進活

動、新たな生産モデルの創出活動等に対して支援する。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

 

農業改良普及活動事業

費 

 

     39,674 

        (30,421) 

 

国    27,826 

 

諸     1,000 

 

○一      10,848 

 

１ 女性がつなぎ・かがやく滋賀の「食と農」魅力発信事業 

                                                  3,184 

 

京阪神などの都市部において、食と農などに関心の高い女性

を主なターゲットとして、本県の食と農の分野で活躍する女性

の「個人」の活動を通じて滋賀の農業・農村の魅力を発信する。 

 

 

 

 

 

２ しがのスマート農業技術実装支援強化事業           9,093 

 

本県農業を“夢のある産業”とすべく、データを活用した農

業の実践により生産性が高く、持続可能な農業の実現に向け、

普及指導員等による本県のスマート農業技術の実装支援を強化

する。 

 

 

 

 

 

○新 挑３ 女性新規就農者確保事業                2,000 

 

女性の新規就農者を確保するため、新規就農を目指す女性を

対象としたアグリセミナー（聞いて）、現地バスツアー（見て）、

短期農業体験（やってみる）等を実施する。 

 

 

 

 

 

４ 農福連携推進事業                                 3,237 

 

農業者と福祉事業所等とのマッチングを推進するとともに、

「しがの農×福ネットワーク」の会員等を対象とした交流会を

行う等、農業と福祉の新たな連携や定着に向けた取組を進める。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

 

産地競争力の強化対

策費 

 

293,761 

       (706,129) 

 

国     269,000 

 

 諸      24,358 

 

○一         403 

 

 

担い手の経営発展および産地の生産基盤強化を推進するため、

担い手・産地の発展状況に応じて、農業用機械・施設の導入を支援

する。 

 

１ 産地競争力の強化対策事業                       293,358 

 

(1) 強い農業づくり総合支援交付金                 118,000 

ア 産地基幹施設等支援タイプ 

地域農業の中心的役割を担う農業法人等による産地の基

幹施設の導入を支援する。 

 

(2) 産地生産基盤パワーアップ事業                  24,358 

   ア 収益性向上対策 

産地における収益力強化を図るため、高性能な機械・施設

の導入や集出荷施設の整備等に対し助成する。 

 

(3) 農地利用効率化等支援交付金                   151,000 

    地域計画に位置づけられた者等が、地域が目指すべき農地

利用の姿の実現に向けて、生産の効率化に取り組む場合、必

要な機械・施設の導入を支援する。 

 

 

 

 

しがの水田フル活用総
合対策事業費 

 

355,100 

    (184,568) 

 

国     331,028 

 

繰    2,000 

 

○一      22,072 

 

米を取り巻く環境が急激に変化する中、需要の変化に応じた米

生産や麦・大豆等の本作化を加速し、力強い水田農業を確立する

ための生産対策を総合的に実施する。 

 

１ しがの力強い水田農業確立推進事業               330,391 

 

農業所得の最大化に向け、近江米振興協会や各産地が実施す

る需要の変化に対応する米づくりや自給率の向上が求められる

麦、大豆の本作化等の取組を支援するとともに、新たな需要を

切り拓くための新品種の育成等を加速する。 

 

 

 

挑２ みらいにつなぐ近江米新品種プロジェクト        17,657 

 

新品種の生産拡大および種子生産の対策を進めるとともに、

本格デビューに向けた魅力発信のＰＲなど流通対策を実施す

る。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

 

園芸特産振興対策費 

 

73,427 

    (118,098) 

 

国      33,500 

 

繰      714 

 

○一      39,213 

 

消費者ニーズに対応できる野菜、果樹、花き、茶等の園芸特産

物の産地育成を推進するとともに、生産団体の活動を強化するこ

とにより園芸作物の振興を図る。 

 

挑１ みんなで育てる「みおしずく」ブランド化事業    11,500 

 

本県が開発・育成したイチゴ新品種「みおしずく」のブラン

ド化に向けて、組織化による安定生産・安定出荷体制の整備お

よび販売促進活動に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

○新 挑２ 健康志向に対応したオーガニック茶産地育成事業  

3,000 

 

カフェインレス等の健康機能性を持たせたオーガニック茶の

高品質化および生産拡大への取組を支援し、ブランド力を持っ

た「近江の茶」の健康ブランド化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 挑３ みらいにつなぐ滋賀の園芸産地づくり事業         50,046 

 

新たな園芸産地の育成および既存園芸産地の活性化や新たな

担い手の確保に向けた戦略の策定および取組の実践に向けた機

械・施設等の整備への支援を行うとともに、新たな園芸の展開

として複年ローテーションなどの取組への支援を行う。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

 

獣害対策推進プロジ

ェクト事業費 

 

54,789 

(77,895) 

 

国      53,888 

 

繰     285 

 

○一        616 

 

 

野生獣による農作物等の被害に対し、市町や関係団体と連携し、

地域に応じた対策の推進により被害の軽減を図る。 

 

１ 獣害総合対策推進事業                           54,236 

 

野生獣による農作物被害を抑えるため、獣種に応じた新し

い防除技術の実証、普及を行うとともに、地域の実情に対応で

きる人材育成をすすめ、市町が行う施設整備と合わせた総合

的な対策を推進する。 

 

 

環境こだわり農業推進
事業費 

 

461,531 

      （478,429) 

 

国     309,192 

 

 繰      656 

 

○一     151,683 

 

環境保全型農業直接支払交付金を活用し、環境こだわり農業の

取組を支援するとともに、県内外の消費者に対して、環境こだわり

農業の理念や取組についての理解促進と利用の拡大を図る。 
 
１ 環境こだわり農業支援事業                    436,659 
 

    (1) 環境保全型農業直接支払交付金                416,619 
環境こだわり農業の実践に加え、地球温暖化防止や生物多

様性保全等に効果の高い営農活動に取り組む場合に、国、市町

とともに支援を行う。 
 
 
 
挑２ 環境こだわり農産物等流通・販売強化事業        11,100 

 

環境こだわり農産物等の高付加価値化・認知度向上を図るた

め、オーガニック近江米のＰＲ・商品開発や環境こだわり農産物

コーナーの設置など流通・販売を強化する取組に対し支援を行

う。 

 

 

 

３ オーガニック近江米等産地育成事業                 8,956 

 

オーガニック米の生産拡大を図るため、乗用型水田除草機の導入

支援、収量・品質の安定化に向けた栽培技術の普及を行うとともに、

オーガニック農業を生産から消費まで一貫して推進する市町の取

組に対し支援を行う。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

 

農業生産環境対策事業

費 

 

9,006 

        (20,195) 

 

国       4,018 

 

使     826 

 

繰     500 

 

諸     500 

 

○一       3,162 

 

農業生産に伴う環境への負荷を低減するため、農業系廃プラスチ

ック対策への取組を推進するとともに、安全・安心な農産物の安定

生産のため、土づくりや肥料・農薬等の適正な利用、外来水生生物

の対策を推進する。 
 

１ 農業生産環境対策事業                           4,143 
  

(1) 農業系廃プラスチック対策推進事業                136 

水稲の環境こだわり栽培において、プラスチックの被覆肥

料を利用しない施肥により、収量や品質の安定化を図るた

め、実証試験を行う。併せて、被覆肥料の被膜殻をほ場から

流出させない取組を推進する。 

 

 

 

 

 

(2) 土づくり推進事業                               2,070 

牛ふんペレット堆肥における肥効等の特徴を調査するとと

もに、水田作物に対する生産性を評価する。また、より安心安

全な農産物の生産に向け、リスク対策にかかる低減技術の検証

を行う。 

 

 

 

 

 

(3) 緊急的防除対策推進事業                         1,700 

温暖化に伴い増加する病害虫(スクミリンゴガイ等)の防除対

策技術の効果を検証し、成果の波及を図る。また、緊急的病害

虫の防除対策を支援する。 

 

 

 

 

 

  （4）外来水生植物防除技術体系確立事業                 237 

 近年、農地内への侵入がみられる外来生物（ナガエツルノゲ

イトウ等）について、薬剤防除を中心とした防除体系を確立す

るため、現地で実証試験等を行う。 
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   単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

【農業技術振興セン 

ター】 

 

試験研究調査指導費 

 

 

 

27,167 

       (28,888) 

 

財      20,195 

 

諸       1,638 

 

○一    5,334 

 

 

 

生産現場が抱える課題や行政施策推進上の課題の解決に向け

た研究開発を行う。 

 

１ 水稲等の品種改良および栽培試験                 3,319 

 

   産地間競争が激化する中で、本県の主要農作物である稲・

麦・大豆について、消費者および実需者のニーズにあった品種

を育成・選抜するとともに、優良品種の普及と安定生産技術を

開発する。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 多様な茶生産と気候変動に対応するＩＣＴを活用した茶栽

培サポート技術の開発               1,160 

 

茶の大規模経営体を支えるリアルタイムデータに基づく高

度で幅広い予測・推定を駆使した栽培サポート技術の開発と、

リモートで運用できるシステムの生産現場における実装を図

る。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

【畜産課】 

 

畜産環境保全対策費 

 

 

2,917 

(2,917) 

 

繰       2,500 

 

○一         417 

 

 

 

１ 家畜ふん堆肥利用促進総合対策事業               2,500 

 

家畜ふん堆肥の情報提供体制の充実を図るとともに、完熟

堆肥の生産およびペレット堆肥の供給拡大に向けた取組を推

進することにより、堆肥の利用拡大を図る。 

 

 

肉用牛振興対策費 

 

250,093 

(238,412) 

 

財     211,302 

 

諸         551 

 

○一      38,240 

 

肉用牛の生産基盤の拡充を図るとともに、牛肉の品質向上と安

定供給を促進し肉用牛経営の維持・安定を図る。 

 

 

１ キャトル・ステーション運営費           232,918 

 

近江牛の地域内一貫生産体制の強化を図るため、子牛の哺育、

育成を担う生産拠点施設（キャトル・ステーション）を運営す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

挑２ 選ばれる「近江牛」づくりチャレンジ支援事業     5,922 

 

多様な消費者ニーズを意識した“滋賀県生まれ滋賀県育ち” 

の近江牛づくりへの支援に加え、家畜の快適性に配慮した生

産体系に向けた取組や滋賀らしい生産ＰＲなど、ブランド力

の向上を図る取組を推進する。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

 

酪農振興対策費 

 

8,597 

（8,597） 

 

○一       8,597 

 

 

１ 乳用牛ベストパフォーマンス実現支援事業        6,265 

 

高能力な乳用牛群の整備や良質な生乳生産に向けた取組に

対して支援するとともに、“休める酪農”実現に向けた取組を進

めることにより、酪農の生産基盤強化を図る。 

 

 

 

 

食肉流通機構整備推

進費 

 

 

774,931 

(736,200) 

 

諸   300,000 

 

○一     474,931 

 

１ 食肉流通機構整備推進事業                      774,931 

 

衛生的・効率的な食肉の生産流通施設である滋賀食肉センタ

ーの円滑な運営が図られるよう業務運営主体等の取組を支援す

ることで、消費者に対し安全で安心な食肉を安定的に供給する

とともに、近江牛をはじめとする本県畜産の振興を図る。 

 

(1) (公財)滋賀食肉公社施設整備資金借入償還金等補助金 

124,680 

 

 

(2)“安全・安心”しがの畜産物流通促進事業費補助金 

                             15,000 

 

 

(3) 滋賀食肉センター基盤維持対策事業補助金       200,000 

 

 

(4) 滋賀食肉センターアセットマネジメント緊急支援事業 

補助金                                    52,000 

 

 

(5) (株)滋賀食肉市場経営円滑化資金貸付金       300,000 

 

 

 (6) (公財)滋賀食肉公社経営円滑化資金貸付金    13,000 

 

 

(7) (公財)滋賀食肉公社・(株)滋賀食肉市場経営高度化支援 

事業費補助金                     5,045 

 

 

感 (8) 牛原皮流通環境悪化緊急対策事業費補助金     5,445 

 

 

  (9) 滋賀食肉センター原油価格高騰緊急支援事業費補助金 

58,000 
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   単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

 

飼料生産流通対策費 

 

541,700   

        (1,159)  

 

○一     541,700 

 

１ 配合飼料価格高騰対策緊急支援事業       498,345 

 

飼料価格の高騰により経営に大きな影響を受けている畜産農

家の負担を軽減するため、配合飼料に係る経費の一部を緊急的

に支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 粗飼料価格高騰対策緊急支援事業          42,196 

 

飼料価格の高騰により経営に大きな影響を受けている畜産

農家の負担を軽減するため、粗飼料に係る経費の一部を緊急

的に支援する。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

【家畜保健衛生所】 

 

家畜防疫費 

 

 

26,279 

(34,463) 

 

国    18,460 

 

使     2,334  

 

○一       5,485 

 

 

 

１ 家畜防疫緊急対策費                   16,317 

 

豚熱、アフリカ豚熱の発生およびまん延防止のため、飼養豚

への豚熱ワクチン接種、野生イノシシの感染確認検査を実施す

る。 

 

 

 

 

【畜産技術振興セン 

ター】 

 

育成牧場運営費 

 

 

 

61,873 

(49,858) 

 

財      46,087 

 

諸     275 

 

○一      15,511 

 

 

 

１ 高品質近江牛づくり推進事業                     48,016 

 

畜産技術振興センターで生産した高品質の雌子牛を農家へ

譲渡するため、育成牧場での優良繁殖雌牛の整備と効率的な改

良を図る。 

 

 

 

 

 

試験研究調査費 

 

 

38,788 

(32,960) 

 

財      26,328 

 

繰       8,352 

 

諸          50 

 

○一      4,058 

 

環境との調和を図りつつ、安全・安心で高品質な畜産物を安定

的に消費者に届けるため、生産現場に直結する実用的な技術開発

や家畜等の改良を推進する。 

 

○新 １ 持続可能な近江牛生産に向けた地域飼料を活用した黒毛和 

種繁殖牛飼養管理技術の確立           6,998 

 

水田由来飼料や地域で廃棄されている食品製造副産物など、

地域飼料を最大限活用する飼料給与方法を確立することで、安

定的に入手可能な飼料の利用による持続可能な畜産経営の確立

と輸入飼料削減によるＣＯ₂ネットゼロへの貢献につなげる。 

 

 

 

○新 ２ 乳用牛における稲発酵粗飼料（稲ＷＣＳ）の最大給与量の

検討 

1,354 

 

乳用育成牛について、輸入乾草の代替として稲ＷＣＳを最大

限活用する飼料給与方法を確立することで、地域内での飼料の

安定確保と輸入飼料削減による温室効果ガス（ＧＨＧ）排出削

減を図る。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

【水産課】 

 

漁協経営基盤強化対

策事業費 

 

 

7,000 

(-) 

 

○一       7,000 

 

 

 

 

○新 挑１ 漁協経営基盤強化対策事業費           7,000 

 

欠損金処理に対する支援および対内的指導監督要員配置等、県

一合併による組織再編を進めるために必要な取組に対する支援

を行う。 

 

 

 

 

水産基盤整備事業費 

 

73,356 

(206,141) 

 

国     23,000 

 

繰      2,000 

 

起      35,000 

 

○一      13,356 

 

１ 水産基盤整備事業費                           73,356 

 

 (1) 水産基盤整備調査費             41,211 

シジミの増産効果を向上・安定させる条件を調査し、その

成果を今後の砂地造成および造成箇所の維持管理に活用する

ことで漁場環境の改善を図り、シジミ資源の早期回復を目指

す。 

 

 

 

 

 

流通対策費 

 

26,202 

(19,002) 

 

国       8,850 

 

○一      17,352 

 

挑１ びわ湖のめぐみ食文化継承促進事業費            7,700 

 

学校給食における多様な湖魚の利用を促進するとともに、

新メニュー開発や研修会への支援、関係者に湖魚の利用方法

などの情報提供、食育活動に対し支援を行う。 

 

 

 

挑２ 多様で革新的な流通モデル実践事業費           10,000 

 

今後の高齢化による琵琶湖漁業の構造変化を見据え、漁業組

織が経営スキルの強化を目的に、流通事業者と連携して新たな

流通モデルの検討・実践を行う取組に対し支援を行う。 

 

 

 

３ 水産業養殖用配合飼料価格高騰緊急対策事業費     7,700 

    

   養殖用配合飼料の高騰により経営に大きな影響を受けている

養殖業者の負担を軽減するため、国が実施する漁業経営セーフ

ティーネット構築事業において補填金として取り崩しされた養

殖業者積立金の一部を支援する。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

 

水産有害生物対策事

業費 

 

26,733 

(30,193) 

 

○一      26,733 

 

１  有害外来魚ゼロ作戦事業費                       24,673 

 

外来魚ゼロを目指し、捕獲駆除や繁殖抑制を中心に、総合的

な事業を展開するとともに、検討会の意見を踏まえ、生息状況

に応じた効果的な駆除が行えるよう進行管理を行う。 

 

(1) 外来魚駆除促進対策等事業費補助金             23,653 

漁業者による外来魚駆除に要する捕獲経費を補助するとと

もに、傭船によるチャネルキャットフィッシュの集中的駆除

に要する経費を補助する。また、捕獲された外来魚の回収と

有効利用に係る経費を補助する。 

       駆除量： 85 トン 

 

 

 

 

 

 

２ カワウ漁業被害防止対策事業費                   2,060 

 

   カワウによる河川における漁業被害を軽減するため、花火によ

る追い払いや防鳥糸の設置、銃器による駆除に対し支援を行う。 

                                     

多様で豊かな湖づくり

推進事業費 

 

81,501 

(69,716) 

 

国      14,355 

 

諸       8,626 

 

○一      58,520 

 

挑１ ニゴロブナ栽培漁業推進事業費                  25,784 

 

栽培漁業の中核的魚種であるニゴロブナ種苗を生産放流する

とともに、放流効果を調査する。 

20mm サイズ種苗：800 万尾 

     120mm サイズ種苗： 90 万尾 
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                                         単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

   

２ 多様な水産資源維持対策事業費                    8,987 

 

琵琶湖固有種であるビワマスや、ウナギの種苗放流事業に要

する経費を補助する。 

ビワマス種苗：700 万尾 

ウナギ種苗：1,000 ㎏ 

 

 

 

 

 

 ３ アユ等水産資源維持保全事業費                    39,902 

 

(1) 人工河川管理運用事業                      33,776 

産卵用人工河川を稼働し、効果的にふ化したてのアユを琵

琶湖に流下させ、アユ資源の安定維持を図る。 

養成親魚：８トン 

     天然親魚産卵繁殖対策：４トン 

 

 

 

 

 

４ セタシジミ資源の持続的管理実証事業        3,828 

                                

セタシジミの効果的な資源管理のため、再生産の現状把握と

資源管理目標の検証、種苗量産放流技術の確立と漁場への種苗

放流、親貝の移植放流や禁漁等を行うとともに、検討会におい

て効果的な資源回復手法を検討する。 

 

 

 

 

 

○新 ５  ニゴロブナ生残率向上条件解明研究事業費        3,000 

 

相互に識別可能な標識を施した 20mm 種苗を赤野井湾を含む

湖内３か所に同一条件で放流し、その後の成長や生残を比較検

討することでニゴロブナの成長・生残を向上させるために必要

な知見を収集する。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

 

河川漁業振興費 

 

4,067 

(4,067) 

 

○一        4,067 

 

１ 川の魅力まるごと体感事業                       1,067 

 

河川漁業の振興のため、河川漁業への県民の理解の促進と遊

漁者の増加に向けた取組を実施する。 

                                     

水産業改良普及事業

費 

 

 

 

22,955 

(19,992) 

 

国      10,517 

 

○一      12,438 

 

挑１ しがの漁業担い手スキルアップ事業費             12,450 

 

漁業就業研修から、漁家経営スキルの向上、さらに湖魚販売の

実践まで、担い手の意欲に合わせたサポートを行い、意欲ある漁

業担い手の確保と育成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 琵琶湖漁業ＩＣＴ化推進調査事業費                 1,800 

 

沖曳網漁業での漁労行為をデータ化することで、漁獲の安定

化、漁労技術の継承を図る。また、ビワマス小糸網漁業の網掛か

り時間帯等を把握し、高品質ビワマスの漁獲割合増により、魚価

の向上を図る。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

   

○新 挑３ 県がセールスマンとして“湖魚”のＰＲ・消費拡大に取 

り組む事業                   7,000 

 

コロナ後を見据えた、湖魚の戦略的な PR に本県水産業全体

の振興の観点から県が主体的に取り組み、消費者、漁業者、事

業者の声や不安に応え、“湖魚のセールスマン”として湖魚の

消費拡大をあと押しする。 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖漁業再生ステ

ップアッププロジェ

クト事業費 

 

40,695 

(42,178) 

 

国       595 

 

○一       40,100 

 

１ 琵琶湖漁業再生ステップアッププロジェクト事業費  40,695 

 

赤野井湾を本プロジェクトの最重要拠点と位置付けて、南

湖・内湖では水草除去や外来魚駆除、種苗放流による水産資源

の回復、漁場の再生を図り、北湖では産卵繁殖場の機能改善に

よる水産資源の増大を図る。さらに、河川での環境保全活動も

支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

漁業調整指導費 

 

10,439 

(11,576) 

 

国    2,452 

 

使       2,134 

 

○一        5,853 

 

１ しがの漁場利用ルールの見える化推進事業       3,000 

 

琵琶湖や河川の漁場の位置や利用ルール（禁止区域、禁止期

間、遊漁料金等）を集約したウェブアプリに漁業権漁場情報の

アップデートやビワマス引縄釣遊漁者からの採捕報告機能を追

加し、利便性の向上や遊漁を含めた資源評価の迅速化を図る。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

【水産試験場】 

 

試験研究調査費 

 

 

16,304 

(14,053) 

 

国       5,454 

 

諸      250 

 

○一       10,600 

 

 

水産行政が直面する重要課題の中で、特に技術的解明が急がれ

る事項について、重点的かつ積極的に調査研究を行う。 

 

１ アユ資源・漁獲情報発信高度化研究          1,450 

 

    アユのふ化時期を考慮した資源評価モデルを開発するととも

に、科学計量魚探等を用いた精度の高い資源・漁獲動向予測技

術を開発し、人工河川による迅速な増殖対策や資源管理等への

施策へつなげる。 

 

 

 

 

２ 外来魚駆除対策研究                3,176 

 

      外来魚の生息状況を的確に把握し、その変動要因の解明に取

り組むとともに、駆除量を増大させるための効率的な駆除技術

を開発する。また、分布域を拡大しているチャネルキャットフ

ィッシュの防除対策研究に取り組む。 

 

 

 

 

３ 湖底耕耘による漁場生産力向上実証研究            563 

 

流入負荷削減などのこれまでの取組によって水質指標は改善

されたが、近年では漁場の生産力が低下していることを疑わせ

る事象が頻発しているため、湖底に蓄積した栄養塩を水中に回

帰させることによる漁場生産力の回復技術の実証研究に取り組

む。 

 

 

 

 

４ 淡水真珠母貝の生産安定化研究              973 

 

真珠養殖における課題である母貝の安定的な生産技術の開発

に取り組む。また、本来の琵琶湖淡水真珠を復活させるため、在

来イケチョウガイの系統保存に着手する。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

   

○新 ５ 「滋賀の水産業強靱化プラン」推進研究       2,617 

 

「少数でも精鋭の“儲かる漁業”」の実現のため、ＩＣＴを活用

した漁獲情報の迅速な収集を図りながら、より高度な資源の調査

や評価を実施する。また、効率的な漁具・漁法の研究・普及、水

産物の利用にかかる研究・普及に取り組む。 

                                     

調査指導費 

 

 

 

1,510 

(1,510) 

 

国       1,000 

 

○一         510 

 

 

１ 特産マス類を用いた河川利用の高度化と優良種苗化研究  

                             1,510 

 

適切で効果的な河川への種苗放流方法を開発するとともに、

姿形が美しく、放流効果の高いアマゴ・イワナ種苗を作出し、先

の放流方法と組み合わせることで、河川漁協の経営安定化を図

る。 
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                                        単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

【耕地課 
  ・農村振興課】 

 

 土地改良公共事業 

 

 

 

      6,331,850 

     (6,098,002) 

 

 

国   3,929,200 

 

分    691,937 

 

諸    10,500 

 

起   1,650,200 

 

○一      50,013 

 

 

 

農業生産基盤、農村生活環境基盤の整備事業および農地、農業水

利施設の防災事業。 

 

  補助公共事業 

事  業  名 箇所数 予算額 

 

県営かんがい排水事業費 

 

  21 

 

1,857,713 

 

県営経営体育成基盤整備事業費 

 

  20 

 

862,050 

 

県営農道整備事業費 

 

   3 

 

218,400 

 

県営中山間地域総合整備事業費 

 

   2 

 

73,500 

 

県営みずすまし事業費 

 

   2 

 

76,650 

 

団体営土地改良事業費 

 

  129 

 

1,538,867 

 

団体営農村整備事業費 

 

     9 

 

103,851 

 

県営農地防災事業費 

 

  26 

 

  1,278,709 

 

団体営農地防災事業費 

 

  15 

 

228,110 

 

県営地すべり防止対策事業費 

 

   3 

 

59,000 

 

 

  単独公共事業 

事  業  名 箇所数 予算額 

 

単独小規模土地改良事業費 

 

  38 

 

     35,000 
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                                        単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

 

中山間地域等直接支 

払交付金 

 

 

      312,988 

       (302,106) 

 

国    209,319 

 

繰       1,100 

 

○一     102,569 

 

１ 中山間地域等直接支払交付金                     269,687 

 

中山間地域等における耕作放棄の発生を防止し、農業・農村の

多面的機能を確保する観点から、農業生産活動等を行う農業者

に対し、交付金を交付する。 

 

 

 

 

２ 中山間地農業ルネッサンス推進事業           29,733 

 

地域の創意工夫にあふれる取組や支援制度の活用事例の調

査・紹介や地域を牽引していくリーダーの確保、育成等を推進す

る。また、農業振興と併せて地域コミュニティ維持を行う農村地

域づくり事業体の形成等を支援する。 

 

 

 

 

 

都市農村交流対策事 

業費 

 

 

12,994 

(11,475) 

 

国      5,100 

 

○一      7,894 

 

１ 都市農村交流対策事業費                           3,000 

 

都市農村交流に取り組んでいる地域に対して、地域資源を活

用した活動に関する研修や体制整備等の支援を行うとともに、

滋賀の農村地域の魅力を発信する。 

 

 

 

 

挑２ 農山村の新生活様式サポート事業         4,875 

 

コロナ禍による生活様式の変化を踏まえ、テレワーク等を活

用し農山村での生活を体験する「お試し移住」の機会を提供す

るとともに、その暮らしぶりや受け入れ地域の情報を発信する

ことにより、農山村を支える関係人口を創出する。 

 

 

 

○新 ３ しがのふるさと応援隊事業                     5,119 

 

高校生や大学生等の若い世代を対象に、農山村の「宝」の発

見や農作業等を体験する「農山村版ワーキングホリデー」を通

じて、魅力あるしがの農山村との絆を醸成し息の長い関係人口

を創出することで、北部の振興につなげる。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

 

アセットマネジメン 

ト推進対策費 

 

 

   

      34,390 

        (35,169) 

 

国      13,100 

 

○一      21,290 

 

１ アセットマネジメント推進対策費               34,059 

 

アセットマネジメントの取組強化に向けた土地改良施設の診

断・管理指導や管理に関する苦情・紛争の調停等に対する指導等

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 土地改良施設管理事 

 業費 

 

584,720 

(510,863) 

 

 国     297,838 

 

○一     286,882 

 

 １ 水利施設管理強化事業費                         247,153 

 

農業水利施設の公的な役割が増し、施設管理が複雑・高度化し

ており、国営およびこれと一体的に造成された県営農業水利施

設において、施設の役割に応じた支援を行い、農業水利施設の多

面的機能の適正な発揮を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 基幹水利施設管理事業費補助金           263,168 

 

国営事業で造成された一定規模以上の基幹的な農業水利施設

のうち、市町が管理する施設の維持管理の一部を支援する。 

   また、耕作者のニーズを踏まえた用水管理の高度化の取組に

対し支援する。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

 

ふるさと・水と土保 

全対策費 

 

 

       6,168 

     (11,370) 

 

財       2,009 

 

寄         100 

 

繰       4,059 

 

 

１ しがのふるさと支え合いプロジェクト           3,830 

 

多様な主体との協働により農業や生産基盤の維持を図るた

め、企業や大学、ＮＰＯ法人等と中山間地域の集落による新たな

連携体制を構築するとともに、活性化に向けた取組を行う集落

等に対して計画づくりや実践活動等に要する経費を支援する。 

 

 

 

２ 棚田地域の総合保全対策費                         1,833 

 

豊かな自然環境を有する棚田地域を保全するため、都市のボ

ランティアと棚田地域とのネットワークを構築し、持続的な棚

田保全活動を推進する。 

 

 

 

 

 

農村環境保全推進事業 

費 

 

 

 

     11,673 

         (8,986) 

 

国       2,300 

 

 繰    2,233 

 

 ○一       7,140 

 

 

１  琵琶湖とつながる生きもの田んぼ物語創造プロジェクト 

2,233 

 

魚のゆりかご水田など豊かな生きものを育む水田づくりの取

組を拡大するため、新規取組地区への支援や「魚のゆりかご水田

米」の認知度を向上させる取組を行う。 

 

 

 

２ 農業排水循環利用促進事業                  4,840 

 

琵琶湖の水質保全のため、農業水利施設で農業排水を再利用

する高度な取組を行う事業主体に対して、掛かり増し経費を支

援する。 

 

 

 

挑３ 魚のゆりかご水田魅力発信強化事業               4,600 

 

世界農業遺産認定を契機に、魚のゆりかご水田の魅力を伝え

るため、生産者（地域住民）自らが主役となって情報発信できる

人材を育成し、一元化した情報発信を強化することにより需要

を喚起し、魚のゆりかご水田の持続的発展を目指す。 
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単位：千円 

事   業   名 当初予算額 

（前年度予算額） 

説            明 

 

国営土地改良事業費 

 負担金 

 

 

 

 

 

 

  814,542 

       (791,828) 

 

国      13,000 

 

分    538,197 

 

起     263,300

○一          45 

 

 

１ 国営土地改良事業費負担金                       801,542 

 

    国営土地改良事業の施行に伴う、県の負担金を国に納付する。 

 

 

 

 

 

２ 国営土地改良事業換地費                         13,000 

 

    換地計画を必要とする国営土地改良事業実施予定地区におい

て、従前地の調査や地域内農家の意向調査等を行い、換地設計

基準を含む換地計画の要領を作成する。 

 

 

 

 

 

 

世代をつなぐ農村ま 

るごと保全事業費 

 

  1,029,710 

     (1,060,418) 

 

 国     698,332 

 

○一     331,378 

 

１ 世代をつなぐ農村まるごと保全向上活動支援交付金  

994,125 

 

農業の有する多面的機能の適切かつ十分な発揮のため、水路、

農道等の日常的な保全管理や簡易な補修、農村環境の向上のため

の取組や老朽化した施設の長寿命化対策など地域ぐるみの共同

保全活動に対して支援する。 

 

 

 

 

 

 

農村地域再生可能エ 

ネルギー活用推進事 

業費 

 

 

     13,797 

        (32,000) 

 

繰      13,797 

 

１ ＣＯ₂ネットゼロヴィレッジ創造事業              13,797 

 

環境にこだわった魅力的で安心して暮らせる滋賀の農村にお

けるＣＯ₂ネットゼロ社会の実現に向け、農業水利施設のエネル

ギー転換や、施設等を活用した再生可能エネルギーの地産地消

を進め、県内の農村地域での取組拡大につなげていく。 
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